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１．日本の鋳鉄鍋釜の変遷（図１・２） 
 
 日本古代（７～10世紀）の鋳鉄鍋釜の遺品は極端に少ないが、鋳造遺跡出土の鋳型を参考にす
れば、羽釜、椀形の鍋Ⅰ、把手付鍋などを確認できる。最近、奈良県明日香村～川原寺北限で、

７世紀末の大型羽釜の鋳型が出土した。８世紀末から９世紀の羽釜の形態は、緑釉陶器に模倣さ

れている。獣脚は、羽釜あるいは鍋Ⅰと組み合わせたと推定される。 
 中世（12～16世紀）の鋳鉄鍋釜には、羽釜のほかに、屈曲する口縁部をもつ鍋Ａ、吊耳をもつ
鍋Ｂ、内耳をもつ鍋Ｃや茶釜などがあり、羽釜は畿内とその周辺部、鍋Ａは西日本、鍋Ｃは東日

本を中心に分布する。三脚付小型羽釜は中世前半にしかみられず、鍋Ｂは 14 世紀ごろに西日本
に出現し、中世末には東北日本まで、その分布を広めていった。 
 
２．中国の鋳鉄鍋釜の変遷（図３～７） 
 
 口縁部の直立する壷形は春秋に出現し、やがて長い口縁部を失い、漢の「ふく」や羽釜形へと

変化していったと推定される。口縁部が斜めに立ち上がる壷形は銅器を模倣したものだが、西漢

に出現し唐まで命脈をたもっている。鼎形は春秋の例があり、時代とともに、形態をくずしてゆ

き、唐～宋時代には盛行するようだ。鍋形の資料が少ないが、岡崎敬によれば、漢では釜、唐で

は鍋が盛行し、煮沸形態の材料の土器より金属器への変化、主食穀物の粒食より粉食への変化が、

これに対応しているという。つけ加えるならば、その次にくる宋も、鍋が盛行した時代と推定さ

れる。 
 高句麗・渤海の羽釜や西夏の鍋は、中原のものとくらべて、かなり個性的である。契丹・遼に

は、長い三脚のついた小型の羽釜と脚なしの大型羽釜・口縁が屈曲する鍋がある。金には、三脚

付の小型の羽釜と脚なしの大型羽釜や三脚付の吊耳付鍋がある。吊耳付鍋には、脚の退化したも

のがある。 
 
ま と め ―鋳鉄鍋釜の日中比較― 
 
 渤海の羽釜は秋田城跡で発見されている。現在、福島県・埼玉県・富山県などで調査されてい

る９～10世紀の鋳造遺跡出土鋳型から復原される羽釜の形態との比較検討をすすめている。福島
県新地町向田Ａ遺跡例は、秋田城出土例にやや類似するが、埼玉県大井町東台遺跡例、富山県小

杉町上野南ⅡＢ遺跡例などは、肩部がふくらんだ形態を示し、秋田城例とは異なる。また、群馬

県北部一帯に分布する羽釜は上記とは、また異なった長胴の器形示す。どうも古代の羽釜には、

かなりの地域差があり、系譜を異にする可能性もあると思われるが、今後の検討を要する。 
 中原では唐以降衰退する羽釜が、東北地域では展開盛行してゆく。脚付の小型羽釜や脚なしの

大型羽釜そして口縁の屈曲する鍋からなる遼の煮炊形態は、若干形態は異なるが、中世日本の中

世初頭の煮炊形態に類似している。金にみられる脚の退化した吊耳付鍋は、日本の鍋Ｂの祖先と
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考えたくなる。このほか、内耳の鍋Ｃは、中国東北地方にみられない。この鍋Ｃは、日本本州の

北半から北東の地域の文物であろう。 
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